
６ 複数の海底地すべりが同時発生した場合
の影響検討
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6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

コメント回答概要

○第547回審査会合コメント（海底地すべりが同時発生した場合の影響検討）
■遠州灘の大陸棚斜面に分布する隣り合った海底地すべり（s21-s25地点、s26-s29地点）について、地すべりの発生順序は理解できるが、地すべりの発生

時期の時間的スケールはどの程度か。
■地すべりの発生時期の間隔が、同時発生と考えられるような間隔なのか、それとも数年～数百年の間隔なのかについて、定量的な根拠を示してほしい。

○コメント回答概要
■s21-s25地点およびs26-s29地点について地形判読調査の結果から、個々の地すべりは侵食作用による地形変化に伴い順番に発生したと考えられることか

ら、地すべりの発生時期には海底地形が侵食作用を受ける程度の時間経過があったと考えられる。しかしながら、海底地形の侵食作用の速度の時間的スケー
ルを定量的に示すことは困難である。

■そこで、個々の地すべりの発生時期の間隔は同時発生とみなせるような短いものではないと考えられるが、個々の地すべりが同時に発生したと仮定して数値シミュ
レーションを実施し、その影響を検討した。

第767回審査会合（2019年9月6日）コメント回答 （説明済）

今回コメント回答

○No.2コメント（同時発生に関する水位下降側の影響検討）
■海底地すべりの同時発生に関する影響検討では、水位上昇側と合わせ

て水位下降側の検討結果も示すこと。

○コメント回答概要
■同時発生に関する影響検討について、同時発生の場合の地すべり方向

を再整理した上で、水位上昇側の検討結果と水位下降側の検討結果
を合わせて示した。

○No.3コメント（同時発生に関する影響検討の考え方）
■ s21-s25地点の海底地すべりの同時発生、s26-s29地点の海底地す

べりの同時発生について影響検討を実施しているが、もう少し大局的に見
て同じ海底斜面の中で隣接しているs21-s29地点の海底地すべりの同
時発生を考慮する必要がないか検討すること。

○コメント回答概要
■ 海底地すべりの進展メカニズムおよび進展事例を踏まえて、海底地すべり

の同時発生に関する検討方針を明確にした。
■ s21-s25地点の海底地すべりとs26-s29地点の海底地すべりとは、地す

べり地形の位置関係および傾斜方向の特徴から一方の地すべりの発生が
他方の地すべりの発生に進展したものではないと考えられ、同時発生の影
響検討を行うことまでは必要ないと考えられる。
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s26 地点 s27 地点 s28 地点 s29 地点

32 億m3 11 億m3 7 億m3 1 億m3

s21 地点 s22 地点 s23 地点 s24 地点 s25 地点

11 億m3 12 億m3 7 億m3 1 億m3 1 億m3

s21-s25地点の海底地すべり地形 水深(m)

【最大上昇水位】
敷地前面(T.P.m)

【最大下降水位】
3,4号取水塔(T.P.m)（水位低下時間）

二層流 Watts 二層流 Watts

1.3 1.9 -1.1（なし） -1.5（なし）

s26-s29地点の海底地すべり地形

【最大上昇水位】
敷地前面(T.P.m)

【最大下降水位】
3,4号取水塔(T.P.m)（水位低下時間）

二層流 Watts 二層流 Watts

4.7 6.3 -2.0（なし） -3.4（なし)

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮 ・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮 ・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベルを下回り取水塔から取水できない時間。

○s22地点の津波評価結果（再掲） ○s26地点の津波評価結果（再掲）

○地すべり体の概略体積（再掲） ○地すべり体の概略体積（再掲）

■ 遠州灘沖の大陸棚斜面のs21,s22,s23,s24,s25地点(s21-s25地点)、およびs26,s27,s28,s29地点(s26-s29地点)の海底地すべりについて、複数の滑
落崖が認められ、海底地すべり地形とその周辺の侵食地形に着目して地形判読を行った結果、複数の地すべりが時間差を持って発生したと考えられる。

■ そのため、s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり地形を抽出し、それぞれ最も体積の大きいs22地点、s26地点について津波評価を実施した。

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s29地点の各地点の海底地すべりの津波評価の概要

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

第767回資料1-2
p.105一部修正

N
s26

s27

s29

s28
N s21

s22

s24
s23

s25

【地すべりプロセス】
・ 海底地すべり地形とその周辺の侵

食地形に着目して地形判読を
行った結果、s21地点の海底地す
べりが発生した後、侵食作用によ
る海底谷のレベル低下を要因とし
てs22地点の海底地すべりが発生
し、その後、その上部のs23、s24、
s25地点の海底地すべりが発生し
たと評価した。

【地すべりプロセス】
・ 海底地すべり地形とその周辺の侵

食地形に着目して地形判読を行っ
た結果、s26地点の海底地すべりが
発生した後、 侵食作用により同海
底地すべり地形内に形成された尾
根・谷に沿ってs27、s28地点の海
底地すべりが発生し、その後、海底
谷のレベル低下を要因としてs29地
点の海底地すべりが発生したと評価
した。

(縦横比1:5) (縦横比1:5)

地形判読の結果から、個々の地すべりが海底地形の侵食過程を経るなどして順に発生したと考えられ、個々の地すべりの発生時期の間隔は同時発生とみなせるような短いものではな
いと考えられる。しかしながら、この侵食過程の時間的スケールを定量的に示すことは困難である。
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6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

海底地すべりの同時発生に関する検討方針（1/2）

海底地すべりの進展事例海底地すべりの進展メカニズム

滑落崖

斜面下方から上方へ
進展する地すべり

斜面上方から下方へ
進展する地すべり

海底地すべり進展の模式図

・ 下部斜面で地すべりが発生し、滑落崖上方の堆積物がその支えを失う

ことにより、斜面上方に後退性地すべりが発生する可能性がある

(b)地すべりが斜面下方へ進展する場合

(a)地すべりが斜面上方へ進展する場合

フェロー諸島付近の海底地すべり地形

地すべり
方向

堆積部

滑落崖

地すべりの発生順序を
図中の数字で示す

堆積部

滑落崖

1

2

3

4

5

地すべりの
発生順序

地すべり
方向

地すべり
方向

C3

■Masson et al.(2010) によると、海底の大陸棚斜面における地すべりの進展メカニズムおよび進展事例の検討結果から、海底の大陸棚斜面においては、一つの地すべりの
発生が、その地すべりと接する斜面上方もしくは斜面下方の他の地すべりの発生に進展する場合があるとされている。

■海底地すべりの進展メカニズムおよび進展事例によると、関係するこれらの地すべり地形は、平面的に見て、「①接しているもしくは一部重なっている」、かつ、「②一方の地すべ
り地形の傾斜方向（地すべり方向）が、他方の地すべり地形の方向を向いている」関係になっている。

・ 上部斜面で地すべりが発生し、それによる上載荷重と斜面侵食により、

斜面下方に前進性地すべりが発生する可能性がある

○Masson et al.（2010）
・海底の大陸棚斜面において一つの地すべりの発生が他の地すべりの発生に進展するメカニズムおよび進展事例を検討している。
・(a) 上部斜面の下の厚い堆積物の蓄積による高い間隙水圧の横方向移流により、下部斜面で発生した地すべり：大陸斜面堆積物層を介した高い間隙水圧の横方向移流が下部斜面での地すべりを発生させる。下部斜面で

地すべりが発生すると、滑落崖上方の堆積物がその支えを失うことにより、斜面上方に後退する可能性がある。
・(b) 急速な堆積により上部斜面で発生した地すべり：大陸棚斜面では、陸地の侵食に由来する堆積物が大陸棚の縁を越えて運ばれ斜面に堆積し、海側に薄くなるくさび形の堆積物が構築されている。短期間の沈降速度は斜

面上部で最も高く、高い間隙水圧を生み出し、斜面の崩壊につながる。結果として生じる地すべりは、上載荷重と斜面侵食により斜面下方に前進する可能性がある。

海底地すべりの進展メカニズムおよび進展事例を踏まえると、地すべり地形のうち、「①接しているもしくは一部重なっている」、かつ、「②一方の地すべり地形の傾斜方向が、
他方の地すべり地形の方向を向いている」関係にある地すべり地形については、地すべりが進展して発生した可能性がある。

（Masson et al.(2010)を基に作成） （Canals et al.(2004)、Haflidason et al.(2004)を基に作成）

ノルウェー沖の海底地すべり地形

斜面下方から上方へ
進展する地すべり

初めの地すべり

初めの地すべり 上載荷重と斜面侵食により
斜面上方から下方へ進展
する地すべり
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6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

海底地すべりの同時発生に関する検討方針（2/2） C3

s21-s25地点、s26-s29地点の地すべり地形の最大傾斜方向の分布

水深(m)

・鯨瞰図は斜め上方向からの見取り図であるため、滑落崖
及び地すべり範囲が平面図のものとは完全には一致しない。

【海底地すべりの同時発生に関する検討方針】
・海底地すべりの進展メカニズムおよび進展事例を踏まえると、「s21-s25地点の海底地すべり」および「s26-s29地点の海底地すべり」それぞれについては、個々の地すべりが進展
して発生した可能性がある。地形判読の結果からは個々の地すべりの発生時期の間隔は同時発生とみなせるような短いものではないと考えられるが、その時間的スケールを定量
的に示すことは困難であることから、個々の地すべりが同時に発生したと仮定して数値シミュレーションによる影響検討を行うこととした。

(縦横比1:5)

(縦横比1:5)

凡 例
各地すべり地形の範囲（境界）
各地点の最大傾斜方向
尾根

※1 s21-s25地点の地すべり地形内において、s21-s25地点の各地すべり地形の境界（緑の実線）を越える方向へ向かう傾斜の矢印が確認されることから、
「②一方の地すべり地形の傾斜方向が、他方の地すべり地形の方向を向いている」という条件に合致する。

※2 s21-s25地点の地すべり地形とs26-s29地点の地すべり地形との境界（青の実線）を越える方向へ向かう傾斜の矢印がないことから、地すべり地形の傾斜
方向が互いの地すべり地形の方向を向いておらず、「②一方の地すべり地形の傾斜方向が、他方の地すべり地形の方向を向いている」という条件に合致しない。凡 例

滑落崖
地すべり範囲
尾根

s21-s25地点

s26-s29地点

■「s21-s25地点の海底地すべり」の地形について、個々の地すべり地形が①一部重なっており、かつ、②一方の地すべり地形の傾斜方向が、他方の地すべり地形の方向を向
いている※1ことから、海底地すべりの進展メカニズムおよび進展事例を踏まえると、地すべりが進展して発生した可能性がある。
「s26-s29地点の海底地すべり」の地形についても同様である。

■「s21-s25地点の海底地すべり」の地形と「s26-s29地点の海底地すべり」の地形とは、その間に尾根を挟んでいるため、①接しておらず、また、②一方の地すべり地形の傾
斜方向が、他方の地すべり地形の方向を向いていない※2ことから、互いの地すべりが進展したものではないと考えられる。

s21-s25地点、s26-29地点の地すべり地形鯨瞰図

※「s21-s25地点の海底地すべり」と「s26-s29地点の海底地すべり」とは、互いの地すべりが進展したものではないと考えられることから、同時発生の影響検討を行うことまでは必要ないと考えられる。

2km

2km

s21

s22

s24
s23s26

s27

s29

s28

s25
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地すべり前の海底地形（復元地形）地すべり後の海底地形（現地形）

地すべり幅：
w=4,700m

A

B

■ s21,s22,s23,s24,s25地点は、海底地すべり地形とその周辺の侵食地形に着目して地形判読調査を実施した結果、複数の地すべりが時間差を持って発生し
たと考えられる。

■ ここでは、s21,s22,s23,s24,s25地点の海底地すべりが同時に発生したと仮定した場合の波源を設定し、津波評価を実施した。
■ 地すべり方向は、地すべり体の体積が最も大きいs22地点の地すべりと同じ方向とした。
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s21-25
B A

地すべり長さ：b=8,900m

地すべり厚さ:T=250m

(縦横比１：1)

BA

長さ(m)

水
深

(m
)

※堆積部を認定しにくいため、現地形をすべり面とする。

現地形
復元地形

DEMより作成した鯨瞰図

●s22地点単独（再掲）

● s21-s25地点が同時発生した場合

地すべり長さ：b=5,100m

s22地点の海底地すべり断面図

地すべり厚さ:T=190m

(縦横比１：1)

水
深

(m
)

s21-s25地点が同時発生した場合の海底地すべり断面図

厚さ最大の位置
凡 例

滑落崖
地すべり範囲

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

波源モデルの設定
（s21-s25地点の海底地すべりが同時発生した場合）

第767回資料1-2
p.106一部修正

項 目
s22地点

単独(再掲)
s21-s25地点

同時発生

地すべり長さ b(m) 5,100 8,900

地すべり厚さ T(m) 190 250

地すべり幅 w(m) 3,600 4,700

初期位置没水深 d(m) 930 730

斜面勾配 θ(°) 4.7 5.3

移動距離 S(m) 5,100 8,900

地すべり体の体積
（億m3)

12 36

パラメータの設定値

N s21

s22

s24
s23

s25

(縦横比1:5)

長さ(m)

s22地点単独

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲

A

B
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(縦横比１：1)

地すべり長さ：b=8,400m

地すべり厚さ :T=240m

■ s26,s27,s28,s29地点は、海底地すべり地形とその周辺の侵食地形に着目して地形判読調査を実施した結果、複数の地すべりが時間差を持って発生したと
考えられる。

■ ここでは、s26,s27,s28,s29地点の海底地すべりが同時に発生したと仮定した場合の波源を設定し、津波評価を実施した。
■ 地すべり方向は、地すべり体の体積が最も大きいs26地点の地すべりと同じ方向とした。

地すべり前の海底地形（復元地形）地すべり後の海底地形（現地形）

DEMより作成した鯨瞰図

B

A 同時発生を仮定した
場合の範囲

※堆積部を認定しにくいため、現地形をすべり面とする。

(縦横比１：1)

項 目
s26地点

単独(再掲)
s26ーs29地点

同時発生

地すべり長さ b(m) 7,800 8,400

地すべり厚さ T(m) 230 240

地すべり幅 w(m) 5,300 5,300

初期位置没水深 d(m) 510 580

斜面勾配 θ(°) 5.5 5.6

移動距離 S(m) 7,800 8,400

地すべり体の体積
（億m3)

33 47

s26地点の海底地すべり断面図

●s26地点単独（再掲）

● s26-s29地点が同時発生した場合

s26-s29地点が同時発生した場合の海底地すべり断面図

パラメータの設定値

s26地点単独

厚さ最大の位置

現地形
復元地形

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

波源モデルの設定
（s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合）

第767回資料1-2
p.107一部修正

地すべり幅：
w=5,300m

N
s26

s27

s29

s28

(縦横比1:5)

BA

B

A
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（第767回審査会合）複数の地すべり方向を設定して検討

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

波源モデルの設定
（s26-s29地点の地すべり方向設定に関する変更点）

■ s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合の地すべり方向の設定について、2018年4月3日のヒアリングでのコメントを踏まえて複数の地すべり方向を設定
して津波水位に与える影響評価を確認してきた。

（今回）体積が大きいs26地点の地すべり方向と同じと設定して検討

ケース①：地すべり体の厚さが最大の地点を通り、地すべり地形の傾斜方向に沿って設定したケース
ケース②：地すべり体の厚さが最大の地点を通り、s26地点単独発生ケースと同じ方向で設定したケース
ケース③：s26地点単独発生ケースと同じ地点・方向で設定したケース

s26-s29地点の地すべり体の概略体積

s26 地点 s27 地点 s28 地点 s29 地点

32 億m3 11 億m3 7 億m3 1 億m3

■海底地すべりは、地すべり体が、重力の作用によって、地すべり地形内の傾斜にしたがい移動する現象であり、その地すべり方向は地形によって決まると考えられる。
■ s26-s29地点のように、個々の体積に大きな差がある地すべり体が同時に移動する場合、重力が作用する体積が大きい地すべり体の移動により、全体の移動方向

が支配されると考えられることから、s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合の地すべり方向を、s26地点の地すべり方向と同じとして設定することとした。
■また、設定した地すべり方向について、地すべり地形内の層厚を加味した傾斜方向と比較することにより、その妥当性を確認した。（次頁）

・s21-s25地点についても、同時発生した場合の地すべり方向を、地すべり体の体積が最も大きいs22地点の地すべり方向と同じとして設定し、同様の確認を行った。

s26-s29地点の地すべり方向の設定に関する変更点

厚さ最大の位置

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

厚さ最大の位置

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

ケース③

ケース② ケース①
s26

s27

s29

s28

ケース③と同じ

同時発生を仮定した
場合の範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲
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■ s26-s29地点同時発生時の地すべり方向設定の妥当性確認のために、地すべり地形内の傾斜方向の分布および傾斜方向を層厚で加重平均した方向を算出し、
s26-s29地点同時発生時の地すべり方向と比較した。

■その結果、設定したs26-s29地点同時発生時の地すべり方向は、地すべり地形内の傾斜方向の分布を概ね代表しているとともに、傾斜方向を層厚で加重平均した
方向とほぼ同じであることを確認した。

s26-s29地点同時発生時の地すべり方向
(体積が大きいs26地点の地すべり方向と同じ設定)

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

波源モデルの設定
（s26-s29地点の地すべり方向の妥当性確認）

地すべり地形内の傾斜方向を層厚で加重平均した方向
地すべり地形内の傾斜方向の分布

s26-s29地点の地すべり地形内の層厚を加味した傾斜方向

・ 層厚加重平均による地すべり方向は、層厚に応じて長さを設定
した各地点の傾斜方向ベクトル（左図）すべてを平均して算出

s26-s29地点同時発生時の地すべり方向

■以上より、 s26-s29地点同時発生時の地すべり方向を、地すべり体の体積が大きいs26地点と同じとする設定は妥当であることを確認した。

各地点の傾斜方向
（層厚に応じて長さを設定）

各地点の最大傾斜方向を
層厚で加重平均した方向

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲

s26

s27

s29

s28

地設定した地すべり方向

同時発生を仮定した
場合の範囲
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s21-s25地点同時発生時の地すべり方向
(体積が大きいs22地点の地すべり方向と同じ設定)

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

波源モデルの設定
（s21-s25地点の地すべり方向の妥当性確認）

s21-s25地点の地すべり地形内の層厚を加味した傾斜方向s21-s25地点同時生時の地すべり方向

■ s21-s25地点同時発生時の地すべり方向設定の妥当性確認のために、地すべり地形内の傾斜方向の分布および傾斜方向を層厚で加重平均した方向を算出し、
s21-s25地点同時発生時の地すべり方向と比較した。

■その結果、設定したs21-s25地点同時発生時の地すべり方向は、地すべり地形内の傾斜方向の分布を概ね代表しているとともに、傾斜方向を層厚で加重平均した
方向とほぼ同じであることを確認した。

■以上より、 s21-s25地点同時発生時の地すべり方向を、地すべり体の体積が大きいs22地点と同じとする設定は妥当であることを確認した。

地すべり地形内の傾斜方向の分布

各地点の最大傾斜方向を
層厚で加重平均した方向

地すべり地形内の傾斜方向を層厚で加重平均した方向

・ 層厚加重平均による地すべり方向は、層厚に応じて長さを設定
した各地点の傾斜方向ベクトル（左図）すべてを平均して算出

各地点の傾斜方向
（層厚に応じて長さを設定）

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

s21

s23
s22

s24

s25

地設定した地すべり方向

同時発生を仮定した
場合の範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲

同時発生を仮定した
場合の範囲

C o p y r i g h t  ©  C H UB U E l e c t r i c  Po w e r  C o . , I n c .  A l l  R i g h t  Re s e r v e d . 111



■ Wattsほかの予測式に基づく手法の計算条件は以下のとおり。

Wattsほかの予測式に基づく数値シミュレーションの計算条件

項 目 (再掲)s22地点単独
s21-s25地点が

同時発生した場合
(再掲)s26地点単独

s26-s29地点が
同時発生した場合

設定根拠

土砂の密度 ρs(g/cm³) 1.4 1.4 1.4 1.4 地質調査所(1998)※

地すべり長さ b(m) 5,100 8,900 7,800 8,400 復元地形から判読

地すべり厚さ T(m) 190 250 230 240 復元地形から判読

地すべり幅 w(m) 3,600 4,700 5,300 5,300 復元地形から判読

初期位置没水深 d(m) 930 730 510 580 復元地形から判読

斜面勾配 θ(°) 4.7 5.3 5.5 5.6 復元地形から判読

抗力係数 Cd 0 0 0 0 Grilli and Watts(2005)

付加質量係数 Cm 1 1 1 1 Grilli and Watts(2005)

移動距離 S(m) 5,100 8,900 7,800 8,400 復元地形から判読

特性距離 S0(m) 2,550 4,450 3,900 4,200 =S/2

底面摩擦係数 Cn 0.2 0.1 0.1 0.1 =S0/(Rcosθ)

曲率半径 Ｒ(m) 17,112 39,605 33,065 36,750 ＝b2/8T

初期加速度 a0 (m2/s) 0.2 0.2 0.2 0.2 =S0/t0
2

特性時間 t0 (sec) 107 163 149 157 = Ｒ/ｇ・ (γ +Ｃｍ)/(γ − 1)

特性津波波長 λ0 (m) 10,223 13,780 10,524 11,832 ＝t0 ｇｄ

回転角 ΔΦ(rad) 0.3 0.2 0.2 0.2 =2S0/R

最大速度 Umax(m/s) 24 27 26 27 =S0/t0

η0,2D(ｍ) 7.9 21.7 28.1 26.6

η0,3D(ｍ) 2.1 5.6 9.4 8.3

Wattsほかの予測式に基づく波源振幅の推定値

𝜂0,2𝐷 = 𝑆0
0.131

𝑠𝑖𝑛𝜃

𝑇

𝑏

𝑏𝑠𝑖𝑛𝜃

𝑑

1.25
𝑏

𝑅

0.63

× ΔΦ 0.39 1.47 − 0.35 𝛾 − 1 𝛾 − 1

𝜂0,3𝐷 = 𝜂0,2𝐷
𝑤

𝑤 + 𝜆0

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり同時発生による影響検討
（計算条件）

※ 地質調査所(1998)：「東海沖堆積物の物理的性質」、
『東海沖海域の海洋地質学的研究及び海域活断層の評価手法に関する研究』、平成９年度研究概要報告書

第767回資料1-2
p.108一部修正
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（再掲）s22地点単独 s21-s25地点同時発生 （再掲）s26地点単独 s26-s29地点同時発生

■ s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合の初期水位分布を示す。

初期水位分布

浜岡原子力発電所

50km

浜岡原子力発電所

50km
50km

浜岡原子力発電所

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり同時発生による影響検討
（初期水位分布）

浜岡原子力発電所

50km

第767回資料1-2
p.109一部修正
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-1.5 

-2.9 
-3.4 -3.3 

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

1.9 

4.4 

6.3 6.0 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

地点名

s21-s25地点 s26-s29地点

s22地点単独
s21-s25地点

同時発生
s26地点単独

s26-s29地点
同時発生

地すべり体の体積
(億m3)

12 36 33 47

敷地からの距離
(km)

63 68

【最大上昇水位】
敷地前面(T.P.m)

1.9 4.4 6.3 6.0

【最大下降水位】
3,4号取水塔(T.P.m)

(水位低下時間)

-1.5
（なし）

-2.9
（なし）

-3.4
（なし）

-3.3
（なし）

【
最

大
上

昇
水

位
】

敷
地

前
面

(T
.P

.m
)

s21-s25地点 s26-s29地点

■地形判読調査の結果、s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり地形は、複数の地すべりが時間差を持って発生したと考えられるが、s21-s25地点およ
びs26-s29地点の海底地すべりが同時に発生したと仮定して、上昇側・下降側について数値シミュレーションにより影響検討を行った。

■その結果は、以下のとおり。

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮
・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮
・水位低下時間：取水塔地点の水位が取水塔吞口下端レベルを下回り取水塔から取水できない時間

水
位

上
昇

側
水

位
下

降
側

【
最

大
下

降
水

位
】

3
,4

号
取

水
塔

(T
.P

.m
)

s2
2
単

独

s
2

6
単
独

s2
1
-s

2
5

同
時

発
生

s2
6
-s

2
9

同
時

発
生

影響検討結果の比較

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

影響検討結果

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり同時発生による影響検討
（津波評価結果（水位上昇側・水位下降側））

C2
第767回資料1-2
p.110一部修正

■最大上昇水位・最大下降水位ともに、s26地点単独の海底地すべりの影響が最も大きく、s26地点の海底地すべりにより代表できることを確認した。

変更

同時発生に関する影響検討について、同時発生の場合の地すべり方向を再整理した上で、水位上昇側の検討結果と水位下降側の検討結果を合わせて示した。

変更

No.2コメント回答（同時発生に関する水位下降側の影響検討）
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（再掲）s22地点単独 s21-s25地点同時発生 （再掲）s26地点単独 s26-s29地点同時発生

水
位

上
昇

側
【最

大
上

昇
水

位
】

水
位

下
降

側
【最

大
下

降
水

位
】

敷地前面 T.P.+ 6.0m敷地前面 T.P.+6.3m

比較範囲西端 東端

敷地前面における最大上昇水位の比較西端 東端

s22地点単独
s26地点単独
s21-s25地点同時発生
s26-s29地点同時発生
（参考）防波壁天端標高(T.P.+22m)

最
大

上
昇

水
位

（
T
.P

.m
)

■時刻歴波形と最大上昇水位分布を示す。

3号取水塔T.P.-3.4m 3号取水塔T.P.-3.3m

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

敷地前面 T.P.+ 4.4m敷地前面 T.P.+1.9m

水
位

(T
.P

.m
)

水
位

(T
.P

.m
)

3号取水塔T.P.-1.5m 3号取水塔T.P.-2.9m
水

位
(T

.P
.m

)

水
位

(T
.P

.m
)

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点およびs26-s29地点の海底地すべり同時発生による影響検討
（津波評価結果（水位上昇側・水位下降側））

第767回資料1-2
p.111一部修正
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■5～20分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

（
再
掲
）

s2
2
地
点
単
独

s2
1

-s
2

5
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

５分後 10分後 15分後 20分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位上昇側：1/2））

第767回資料1-2
p.112再掲
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■25～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
1

-s
2

5
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

25分後 30分後 35分後 40分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

（
再
掲
）

s2
2
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位上昇側：2/2））

第767回資料1-2
p.113再掲
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■5～20分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
6

-s
2

9
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

５分後 10分後 15分後 20分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

（
再
掲
）

s2
6
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位上昇側：1/2））

C2
第767回資料1-2
p.114一部修正
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■25～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
6

-s
2

9
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

25分後 30分後 35分後 40分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

（
再
掲
）

s2
6
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位上昇側：2/2））

C2
第767回資料1-2
p.115一部修正
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■5～20分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
1

-s
2

5
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

５分後 10分後 15分後 20分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

（
再
掲
）

s2
2
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位下降側：１/2））

第767回資料1-2
p.116再掲
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■25～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
1

-s
2

5
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

25分後 30分後 35分後 40分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

（
再
掲
）

s2
2
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s21-s25地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位下降側：2/2））

第767回資料1-2
p.117再掲
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■5～20分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

（
再
掲
）

s2
6
地
点
単
独

s2
6

-s
2

9
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

５分後 10分後 15分後 20分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位下降側：１/2））

C2
第767回資料1-2
p.118一部修正
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■25～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

s2
6

-s
2

9
地
点
同
時
発
生

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

25分後 30分後 35分後 40分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

（
再
掲
）

s2
6
地
点
単
独

6 複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

s26-s29地点の海底地すべりが同時発生した場合
（津波伝播状況（水位下降側：2/2））

C2
第767回資料1-2
p.119一部修正
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■現地形と復元地形の等深線を重ねた地形図を作成し、s21-s25地点及びs26-s29地点の南端部が、その両側の崖地形（等深線）と整合していることを確認し
た。

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

（参考）復元地形の確認：地形図

凡 例
滑落崖
地すべり範囲

第767回資料1-2
p.120一部修正
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s21-s25地点、s26-29地点の地すべり地形鯨瞰図（基図：現地形）
（左：現地形、右：復元地形）

■海底地すべりの復元地形の鯨瞰図を以下に示す。

6    複数の海底地すべりが同時発生した場合の影響検討

（参考）復元地形の確認：鯨瞰図
第767回資料1-2
p.121一部修正

凡 例
滑落崖
地すべり範囲
尾根

5km

s21

s22

s24

s23s26

s27

s29

s28

s25

5km

・鯨瞰図は斜め上方向からの見取り図であるため、滑落崖及び地すべり
範囲が平面図のものとは完全には一致しない。

(縦横比1:5) (縦横比1:5)

(縦横比1:5) (縦横比1:5)
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７ 海底地すべりの津波伝播状況の
スナップショット

（１）水位上昇側
（２）水位下降側
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遠州灘沖（海盆内）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s2地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.130再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s2地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.131再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s18地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.132再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s18地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.133再掲
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遠州灘沖（外縁隆起帯トラフ側斜面）
の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s4地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.135再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s4地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.136再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s5地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.137再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s5地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.138再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s12地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.139再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s12地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.140再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s13地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.141再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s13地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.142再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s17地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.143再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s17地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.144再掲

C o p y r i g h t  ©  C H UB U E l e c t r i c  Po w e r  C o . , I n c .  A l l  R i g h t  Re s e r v e d . 142



遠州灘沖（大陸棚斜面）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s22地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.146再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s22地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.147再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s26地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.148再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s26地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.149再掲
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駿河湾内の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s1地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.151再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s1地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.152再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s3地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.153再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s3地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.154再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s10地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.155再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s10地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.156再掲
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７ 海底地すべりの津波伝播状況の
スナップショット

（１）水位上昇側
（２）水位下降側
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遠州灘沖（海盆内）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s2地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.159再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s2地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.160再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s18地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.161再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s18地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.162再掲
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遠州灘沖（外縁隆起帯トラフ側斜面）
の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s4地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.164再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s4地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.165再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s5地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.166再掲

C o p y r i g h t  ©  C H UB U E l e c t r i c  Po w e r  C o . , I n c .  A l l  R i g h t  Re s e r v e d . 164



■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s5地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.167再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s12地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.168再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s12地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.169再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s13地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.170再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s13地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.171再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s17地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.172再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s17地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.173再掲
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遠州灘沖（大陸棚斜面）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s22地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.175再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s22地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.176再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s26地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.177再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s26地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.178再掲
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駿河湾内の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s1地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.180再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s1地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.181再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s3地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.182再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s3地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.183再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s10地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.184再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s10地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.185再掲
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８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討
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文献調査
• 文献の整理・検討を行い、海底地すべり地形の有無を確認

■以下のフローに従い、ハワイ付近の海底地すべりについて調査を実施し、津波水位の検討を行った。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

検討概要

海底地形判読
• 選定した海底地すべり地形について、地形データを用いて
海底地形図を作成し、地形判読を行い、海底地すべりの
規模を確認

1 海底地すべりの確認

ハワイ諸島周辺に海底地すべり地形が図示
されている。 （Moore et al.（1989）等）

「Alika-2」の海底地すべり規模（土量）を推定

ハワイ諸島周辺の海底地すべりに起因する津波の敷地への影響は小さいことを確認

評価対象の選定
• 発生年代、規模等により評価対象を選定

「Alika-2」を選定

2 津波の影響評価
• 敷地における津波水位の推定

第509回資料1-3
p.104再掲
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■ハワイ諸島は日本の南東約6,400kmの太平洋上に位置しており、ハワイ島、マウイ島、オアフ島、カウアイ島、モロカイ島、ラナイ島、ニイハウ島、カホオラウェ島の
8つの島のほか多数の島と環礁からなる。

■ハワイをのせる太平洋プレートは北西方向へ年間10cm程度の速さで動いているので、ハワイ諸島は北西へ行くほど古い(佐竹(1997))。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

ハワイ諸島の概要

Eakins et. al.（2003）

ハワイ諸島

第509回資料1-3
p.105再掲
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■1975年にハワイ島南岸の Kalapana 付近に強震が起こり、日本沿岸各地で津波が観測された(羽鳥(1976))。
■地震の規模はNettles and Ekström （2004） のCMT解によればMw7.7である。
■羽鳥（1976）によれば、日本沿岸における検潮記録の最大全振幅の最大値は、宮城県鮎川における55cmであった。茨城県日立における最大全振幅は24cmで

あったと示されている。
■Day et al. （2005）によれば、ハワイ沿岸で最大15m弱の津波が観測された。

羽鳥（1976）による日本沿岸の検潮記録

羽鳥（1976）による波向線
※米国沿岸における水位は日本沿岸と大差なく、
指向性による影響はみられない

Day et al.（2005）によるハワイ沿岸の痕跡地点および遡上高

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

既往津波に関する文献調査：1975年Kalapana津波
第509回資料1-3

p.106再掲
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■Ma et al. （1999）は、①海底地すべり、②低角逆断層のいずれでもハワイ周辺の検潮記録を説明できるとし、これらの組合せにより津波が発生したであろう
としている。

Ma et al.（1999）による1975年Kalapana津波のメカニズムの解釈（上）、地すべりの分布
（左下）および低角逆断層による初期波形（右下）
いずれのモデルでも海面隆起量（＝地すべりによる海底隆起量）=2.5km3

としている。
左下図のハッチ部は沈降域、白抜き部は隆起域である。数字は時間遅れ（分）を表す。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

既往津波に関する文献調査：1975年Kalapana津波
第509回資料1-3

p.107再掲
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■ハワイ付近の海底地すべりについて文献調査を実施した。
 Moore et al. （1989）によれば、ハワイ諸島で発生した海底地すべりの数と特徴が示されている。
 McMurtry et al. （2004） 等によれば、ハワイ諸島周辺の海底地すべりの発生年代が示されている。
 横瀬 （2007, 2010）によれば、詳細なDEM データに基づきハワイ諸島の流山地域の微地形解析から、ハワイ諸島で想定されている17の巨大海底

地すべり堆積物の中で、巨大津波を伴った可能性があるのは、オアフ島東部のNuuanu 地すべり、ハワイ島西部のAlika-2地すべりそして南部の東Ka Lae

地すべりの３つに限定されるとの見解を示している。
 Harbits et al.(2014)によれば、ハワイ諸島で発生した火山活動に伴う斜面崩壊は、火山の発達初期に生じたものであり、現在でも津波を励起させる

可能性の有無には議論があると共に、遠方へ脅威となる津波となるかも議論があるとしている。
■以上から、後期更新世以降に生じた地すべりのうち、巨大津波を伴った可能性があり、面積が大きい「Alika-2」を評価対象として選定した。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり地形に関する文献調査および評価対象の選定

：後期更新世よりも前に生じた地すべり

：巨大津波を伴った可能性のある地すべり

：選定した地すべり

Moore et al. （1989）を基に作成

※1  McMurtry et al. （2004）
※2 Papa’u （No.16）の年代はMoore et al.（1989）の“several thousand years ago”との記述に基づく。
※3 Loihi（No.17）の年代はGuillou et al.（1997）がLoihi火山東斜面の試料から求めた5±4～102±13kaに基づく。

年代（Ma）※1

5.0

5.0

3.6

2.9-3.1

2.1-2.2
1.0±0.1
0.86

1.3±0.06
0.254-0.306
0.200-0.240

>0.112-0.127
>0.112-0.127

>0.032-0.060?

>0.032-0.060?

>0.010-0.100
0.001～0.005※2

0.001～0.115※3
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■ハワイ島西部周辺（Alika-2地すべり周辺）について、ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（SOEST）による地形デジタルデータ（50mグリッド）を使用し、
海底地形コンター図および標高段彩陰影図を作成し、海底地形判読を行った。

■海底地形判読にあたっては、以下の判読基準等に従って、海底地すべりの可能性のある地形を抽出した。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり抽出における海底地形判読

海底地形コンター図および標高段彩陰影図

○海底地すべり地形の判断基準

崩壊部
（滑落崖）

・馬蹄形、半円形、コの字形の平面形で、斜面下方へ
開く急斜面

・急斜面は平面的に出入りがなくスムースな形状で、
傾斜も一定傾向。また、地すべり土塊を囲んで側方に
も連続することがある。

・下方に地すべり土塊が対をなして存在することが重要

堆積部
（地すべり土塊）

・滑落崖の基部にある扇状地状あるいは舌状の高まり。
・細長い舌状の場合や台地状を呈することもある。
・典型的な場合には、土塊の表面に不規則な凸凹、
低崖、凹地があり、凸形縦断の斜面形を示す。

地すべり地形としては滑落崖とその基部にある地すべり土塊（滑落土塊）
が対をなす。陸上の地すべりに比べて、大規模、薄く広がる傾向がある。
薄く広がるケースでは土塊は認定しにくいので滑落崖だけを認定する。

ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（SOEST）による
海底地形デジタルデータを使用
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■海底地形判読の結果、「Alika-2」付近に海底地すべりと判断される地形（滑落崖、崩壊物堆積域）が認められた（左図）。
■また、地すべり滑落崖周辺の現況地形から滑落崖を埋め戻し、地すべり崩壊前地形を復元した（右図）。
■復元地形と現況地形との差から地すべり規模（土量）を算出した結果、地すべり規模（土量）は約105km3となった。

「Alika-2」の海底地すべり判読結果（現況地形） 復元地形

地形断面図（H:V=1:2.5）

：すべり面地形（現況地形）
：崩壊物堆積域（現況地形）
：復元地形

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり抽出における海底地形判読

ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部
（SOEST）による海底地形デジタルデータを
使用
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■「Alika-2」の海底地すべりによる津波の敷地への影響を確認することを目的に、地すべり規模から津波水位を推定することを検討した。
■Papadopoulos and Kortekaas （2003）は20世紀以降に発生した世界の地すべり津波のデータを分析し、地すべり塊の体積が沿岸における津波の最高水位と

関係があるとしている。この関係では、地すべり体積の対数値に比例して津波水位が大きくなる。
■Ma et al.（1999）より、1975年Kalapana津波の地すべり体積を2.5km3とし、その地すべりによる日本沿岸における津波水位を検潮記録最大全振幅の最大値で

ある55cm（宮城県鮎川）と仮定する。
■Papadopoulos and Kortekaas （2003）による地すべり体積と津波水位の関係が、日本沿岸でも成立すると仮定すれば、 「Alika-2」 のような地すべり

（地すべり体積約105km3）がハワイで発生した場合、日本沿岸における水位は3.8m程度と推定される。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

評価結果

○ 地すべり１の体積をV1、 日本沿岸における津波水位をh1とする。
地すべり２の体積をV2、 日本沿岸における津波水位をh2とする。

○ Papadopoulos and Kortekaas （2003）の関係により、
h2 = a・log（V2） + b
h1 = a・log（V1） + b
両式の差をとれば、
h2 - h1 = a （ log（V2） – log（V1））
よって、
h2 = h1 + a ・log（V2/V1）
となる。

○いま、添え字1を1975年Kalapana津波、添え字2を想定津波に
対応させると、求めたい水位h2は以下のようになる。

1975年の日本沿岸における津波水位 h1 0.55m

Papadopoulos and Kortekaas （2003）
に基づく比例定数 a

2

1975年の地すべり体積 V1 2.5km3

想定津波の地すべり体積 V2 105 km3

想定津波の日本沿岸における津波水位 h2 3.8m

• 以上から、ハワイ諸島周辺の海底地すべりに起因する津波の敷地への影響は小さいことを確認した。

Papadopoulos and Kortekaas （2003）を基に作成

※赤線は包絡線を直線近似して加筆したもの。
※PNG（1998パプアニューギニア）およびIzmit（1999トルコ）

は断層運動による津波への寄与が含まれる。

地すべり体積（m3）と沿岸における津波の最高水位の関係
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８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討
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